
お知らせ

　かつて「江差の五月は江戸にもない」と謳われるほどニシンによって繁栄を極めた歴史を持つこの

地に、ニシンの復活を目指して、ひやま漁業協同組合と檜山管内各町が檜山振興局や各関係機関の協

力のもと構成員となって組織した「ひやま地域ニシン復興対策協議会」を平成２３年に設立し、ニシ

ン資源の増大や調査研究など様々な取り組みを実施してきております。

　町では、国庫補助事業による施設整備を行い、平成２２年度より前浜から確保した親魚を使って採卵・

ふ化させ、種苗生産と放流を開始、平成２４年度からは同復興対策協議会にニシン種苗を有償提供し

ております。

　本年も、１月初旬から合計して約３６０尾を確保し、その中か

ら受精に適した親魚を選別して採卵・ふ化を栽培漁業総合セン

ターで行っているほか、一部を検体として北海道立総合研究機

構中央水産試験場へ送って詳細について調査しています。栽

培漁業総合センターでは稚魚の体長が約５㎝になるまで育成し

て、約１０万尾の稚魚生産を目標に努力しており、早ければ５月

下旬頃に放流する予定となっております。

　来遊してきているニシンは、石狩系群やサハリン系群と考え

られていましたが、本事業で行った調査では新たな系群である

ことが判明し、「檜山・津軽海峡集団」であるとの見方がされ

ているところです。また、平成２５年３月に江差港周辺でニシン

の天然採卵が確認されたことや、同年６月に天の川河口で行わ

れた人工種苗放流後の調査においては、天然でふ化した稚魚も

発見されるなどの明るい兆しが見え始めております。

　漁業者にとっても、水産物の漁獲量が減少していることが大

きな問題となっていることから、ニシンの復活によって浜の活

気が戻ってくることが期待されておりますので、町においても

今後関係機関と連携を深めながら取り組みを進めていきたいと

考えております。

漁業の取り組みについて⑤ ～ニシン資源増大への取り組み～

上ノ国沿岸で漁獲された
ニシンの親魚

＊予定価格の公表は、一般競争入札または指名競争入札に付するもので、予定価格が１３０万円を超える建設
工事および建設工事に伴う調査・測量・設計委託が対象となっています。
＊金額は全て消費税および地方消費税相当額を含んだ額です。なお、予定価格を公表しない指名競争入札は
落札率を記載しておりません。( 落札率 小数点第１位未満四捨五入）

入札日 工事名・業務名 予定価格 落札業者名 落札金額 落札率

3/17 1 ノートパソコン購入事業 － ㈱ 小　 林　 商　 店 　1,975,050円 －

入札結果のお知らせ（3月17日まで）

栽培漁業総合センターでの
採卵・受精の様子
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